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中 型機 械 体 系 に よ る コム ギ の 省 力 栽 培

第 2報  機械体系の経済性について
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1 は  し め に

最近,水回転作,麦価水準の底上げなどにより,麦作面

積が急速に拡大されようとしている。その麦作は,藁稗類

の選元による地力維持,土壌侵蝕防止,土地・労働の補完

上,農業経営にとって極めて重要でもある。更に組織的な

機械技術体系によれば,かなり高い収益性もllJ待できる。

ここでは,第 1報で報告 した小麦作中型機械体系の経済

性を検討し,更に水回転換小■lFの紹営試算を行つた。

2 機械体系の経済性

中型機械体系により,県の平均収量水準 (2500/10α ,

条播栽培法 )に対 し,約 50¢の多収(360り /10α ), 約

%の省力(81、/10α )を実証 した。この省力,多収の基

本は全面全層播き栽培法にあり,こ の体系では,自脱コン

パイン,火力乾燥機,ヘイメーカー,ヘ イベーラー利用が

前提となる。

麦作は,コ ンパイン,乾燥機など稲作と共通する機械類

が少なくなく,かつ機械類の利用する時期が競合しないこ

と,最近の機械過剰装備傾向を考え合せれば,麦作,稲作

農家が補合結合 (機械類の共用関係 )す ることにより,そ

れぞれの経営費 (償却費 )を軽減することが可能である。

ヘイメーカー,ヘイベーラーについても畜産農まとの補合

結合が望ましいといえる。経営費 (償却費 )の軽減のため

には,補助事業の導入,機械利用組織による機械稼働率の

向上が有効なことはいうまでもない。

ここでの機械体系の簡営試算はほんの一例であるが,主

な機械,施設は麦 。たばこ作複合経営農家 6戸の共同所有

(補助額圧縮率%を加味 ),自 脱コンパイン,火力乾燥機

は稲作農家を含めて延ぺ24戸の共同所有,ヘイメーカー
,

ヘイベーラーは畜産農家への賃借料支払いという前提で試

算している。

表 1が試算結果である。51年産は開墾初年目という悪条

件で収量も低かつたが,第 2年 目,52年産は4647協/10

Cと 大幅に増収し,10α 当り粗収入,所得はそれぞれ 7万

円台, 5万円台と大きく伸びている。51年,52年の2カ 月

平均では,10C当 り収量360切 ,粗収入 57,000円 ,所得

36.000円 で,県平均に比べ大分高くなつている。

投下労働時間は, 2カ 年平均で782時間/10こ となり,

これは,県平均の約ん で,一 日当り労働報酬は 37,000円

表 1 経営収支総括表 (10α 当り)

区 分 A 51年産 B・ 52年産 。・翠γ湾 D・ 慣 行 /tx loo

収      量 (") 4647 3599 1451(¢ )

り 当 り 単 価 (円 ) 1454 1581

粗   収   入 (円 ) 37,064 73,469 56,892 39,209

経  営  費 (円 ) 29,895 21,147 20,719 12,333

所      得 (円 ) 7,169 52,322 36,173 26,876

労 働 時 間 (時 ) 769

うち自家労働 (″ )

一日当り労働報酬 (円 ) 7,214 54,431 37,006 0,349 1,1050

所  得  率 (¢ )

注  1)機械施設は麦,たばこ作複合経営農家 6戸共同所有を前提として, 1戸の作付内容は,小麦 100α ,大

麦50α ,たばこ100α ,落花生500,麦刈ひえ150こ としている。

2)償 却費:補助額圧縮率を加味し,%と している。
3)負債利子:機械,施設について補助除き自己負担分に年率 6¢ の利子を見込んでいる。

4)公租公課 :機械については保険料含みの実額,施設については取得額の14¢を見込んでいる。

5)51年 における経営費の減額は収納舎未利用による費用計上見送りのため。

6)慣行技術収支については,収量は50年岩手県平均,価格は52年産実額,経営費は農林省51年産3/E産費を加工。
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と大幅に上昇 し,従来の小麦作の経営的性格が一変してい

る。

表 2は ,中型機械体系を一例として試算した小麦作の収

量変イリこ伴う所得の変化で,表 1(51年,52年の 2カ 年平

均 )を加工して算出している。経営費を固定費と変動費 (流

通資材,調製料,検査料など)に分け,収量変化に伴い粗

収入,経営費 (変動費)の 変化と,更に所得の変化を示 し

たものである。反収増による所得の向上は明らかで,収量

540り/10α (9俵 )水準では,所得は6万円以上にもなる。

5 水田転換′J嚢作の経営試算

表 3は,表 2を 加工して稲作と転換小麦作との所得比較

猾 つたものである(転作小麦作所得には,奨励金を加算 )。

稲作所得は,表 2と 同様に経営費を固定費と変動費に分

け,収量変化に従つて粗収入,変動費を変化させて算出し,

表6 稲作と転作小麦 (全層播 )所得比較 (10C当 り)

同様な方法で,慣行的な条播栽培の場合の試算を行なう

と,小麦 4俵で 7俵強の稲作に7俵で

'俵
以下の稲作に優

ることになる。

図1 稲作と転作小麦 (全層播 )所 得比較

表2 収量変化に伴う所得変化 (100当 り)
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転換小麦総所得は,表 2の小麦作所得に個人転作奨励金と

計画転作奨励金 (転作率 12～ 14%)を 加算 して算出して

いる。

表 3の 結果をグラフで示 したのが図 1である。小麦の計

画的転作における稲作に対する所得比較では,小麦収量 4

俵で 8俵以下の稲作に, 6俵 で

'俵
強以下, 7俵で10俵以

下の稲作に優ることになる。

注  1)稲作の粗収入は52年産米 (3等  4等 )価格から算出,経営費は農林省51年度産米生産費を加工したもの。

2)転作奨励金の計画的転作 (計画加算 )は地区 (集落 )の転作率を12～ 14¢ として算出。

3)転作小麦総所得は小麦作所得と転作奨励金を加えたもの。ただし,こ の場合の小麦作所得は水利費として

2,000円 を減した所得。

4お わ り に

以上のように,中型機械体系による全面全層播き栽培法

により,低収かつ労働生産性が低いというような従来の小

麦作の経営的性格が一変し,最近では,藁稗類の還元によ

る地力維持,土壌侵触防止,連作障害回避 (輸作体系上 )

など麦作の利点も再認識されはじめているといえる。

更に,岩手県北畑作地帯で,700bも の耕地の遊休化 ,

荒廃化が進展し,そ のような未利用地をいかに活用 してい

くかが問題になつている時,荒廃畑での麦作の展望が開ら

け,未利用地活用の一つの示唆を与えてくれたともいえる。

又,少なくとも転作奨励金の現状維持の段階では,転作

物としての麦作付増には明るいものがあるようである。

岩手県北軽米町での小麦作付けの動きとして,集団で 3

～ 10L, 個人でも2‐ (稲転含み )も の作付けの予定が

なされている事例があり,いずれも機械を利用した全面全

層播き栽培法が採用 されている。
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